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   岐阜県の観光の現状 

 

１ 本県の観光の現状 ～平成２９年岐阜県観光入込客統計調査より～ 

（１）観光入込客数及び観光消費額 

 

 

 区  分 平成２９年（対前年比） 参考：平成２８年 

観光入込客数（延べ人数）  ７，１０４万８千人 （△1.5%） ７，２１２万２千人 

行祭事・イベント入込客数（延べ人数）   ９９４万６千人   (△2.4%) １，０１９万２千人 

観光消費額 

全  体 ２，８１８億７０百万円  (△9.5%)  ３，１１３億８０百万円  

日帰り客 １，４９０億２２百万円  (△11.4%)  １，６８１億８０百万円 

宿 泊 客 １，３２８億４９百万円 (△7.2%) １，４３２億円 

※平成２３年の調査より、観光庁が策定した「観光入込客統計に関する共通基準」を導入し、調査手法を変更している。 

※千人未満を四捨五入しているため、対前年比に誤差が生じることや、内訳の計と合計が一致しないことがある。 

 

○観光入込客数（延べ人数）は、７，１０４万８千人（対前年比△1.5%）、 

行祭事・イベント入込客数（延べ人数）は、９９４万６千人(対前年比△2.4%)と、 

いずれも前年に比べて減少している。 

 ※なお、観光入込客数（実人数）も、４，５５５万７千人（対前年比△3.0%）と、前

１ 
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年に比べ減少している。 

 

○観光消費額の総額は２，８１８億７０百万円（対前年比△9.5%）で、うち日帰り客分

は１，４９０億２２百万円（対前年比△11.4%）、宿泊客分は１，３２８億４９百万円

（対前年比△7.2％）であった。 

 

○主な傾向は、以下のとおり。 

・前年に比べ天候に恵まれず、特に夏休みや行楽シーズンに雨や台風が多かったことや、

ＧＷなど休日の日並びが前年より良くなかったことに加え、県内観光施設のリニュー

アル休業も重なり、入込客数は減少した。 

 ・観光消費額は、一人当たりの平均消費額について日帰り客分が減少した（４，１１４

円→３，７１９円）反面、宿泊客分は微増となった（２３，５４４円→２４，２１７

円）。全体の観光消費額は、一人当たりの消費額単価及び入込客数の減少に伴い、前年

と比較し減少した。 

 ・外国人観光客（実人数）については、中国人団体客の減少や個人旅行への移行等の影

響により前年までの伸びから一段落ついたものの、客単価の高い欧米からの観光客が

飛騨地域を中心に好調であり、世界各地からバランスよくお越しいただいている。 

 

（２）観光地点別の集客数（県内トップ１０） 

（単位：万人）  

○観光地点毎の入込客数は、１位から３位までの地点の順位に変動はなかった。 

○悪天候等の影響を受け、屋外施設を中心に入込客が減少傾向となったほか、近隣県に

おける大規模商業施設の開業やリニューアルオープンが相次いだことも入込客の減少

に影響した可能性がある。一方で、テレビやＳＮＳで話題となった施設や、前年に引

き続き、映画「君の名は。」（平成２８年８月公開）の舞台のモデルとなった飛騨古

順位 観光地点名 入込客数 
参考：２８年 

順位 入込客数 

1 土岐プレミアム・アウトレット 719.7 1 733.5 

2 河川環境楽園（アクア・トトぎふ含む）（各務原市） 494.2 2 503.2 

3 高山市街地エリア 361.3 3 361.2 

4 白川郷合掌造り集落（白川村） 176.1  4 187.3 

5 湯の華アイランド（可児市） 163.4 6 159.9 

6 千代保稲荷神社（海津市） 157.3 5 164.2 

7 伊奈波神社（岐阜市） 149.9 7 149.7 

8 千本松原・国営木曽三川公園（海津市） 134.1 8 145.0 

9 世界イベント村ぎふ（岐阜メモリアルセンター）（岐阜市） 128.7 9 130.5 

10 下呂温泉（旅館の宿泊利用及び日帰り利用） 123.3 10 119.5 
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川などは入込客数が増加した。 

＊参考：飛騨古川古い町並み（飛騨市）38.6 万人（前年比 42.5%増） 

 

（３）行祭事・イベント入込客数（県内トップ１０） 
（単位：万人） 

○行祭事・イベント毎の入込客数の県内トップは、昨年と同じ「長良川花火大会」（岐阜

市）で７０万人、２位が「高山祭」（高山市）で４３万人、３位が道三まつり（岐阜市）

で４１万人となった。 

○天候によって入込が大きく変動するため、前年に比べ天候に恵まれた「道三まつり」

が大幅に入込客数を伸ばして上位にランクインした。「高山祭」は、前年１２月にユネ

スコ無形文化遺産に登録されてから初開催であったこともあり、大幅に入込客数を伸

ばした。 

 

（４）観光客の内訳 

  ①日帰り・宿泊別観光客数（実人数） 

区  分  平成２９年（対前年比）  参考：平成２８年   

全  体 ４，５５５万７千人 （△3.0%） ４，６９６万２千人 

日帰り客     ４，００７万１千人 （△2.0%) ４，０８８万０千人 

宿 泊 客 ５４８万６千人   (△9.8%) ６０８万２千人 

   平成２９年の観光入込客数（実人数）は４，５５５

万７千人であったが、これを日帰り・宿泊別にみると、

日帰り客は４，００７万１千人、宿泊客は５４８万６

千人であり、依然として日帰り客が多い。（図１） 

 

順位 行祭事・イベント名 入込客数 
参考：２８年 

順位 入込客数 

1 長良川花火大会（岐阜市） 70.0 1 70.0 

2 高山祭 43.2 3 31.7 

3 道三まつり（岐阜市） 41.0 7 30.0 

4 ぎふ信長まつり（岐阜市） 35.0 2 40.0 

5 元気ハツラツ市 （大垣市） 33.0 6 30.5 

6 郡上おどり 29.6 4 31.4 

7 大垣まつり 29.0 5 31.0 

8 刃物まつり （関市） 26.0 10 25.0 

9 土岐美濃焼まつり 25.0 8 27.0 

10 濃尾大花火（羽島市・一宮市市民花火大会） 24.0 11 24.0 
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②居住地別観光入込客数 

居住地別に見ると、県全体では県内客は１，４９９   

万人（構成比 32.9％）、県外客は３，０５６万７千人

（構成比 67.1％）と、県外客が多くを占めた。特に飛

騨圏域では県外客の割合が 81.8%と高い。 

県外客のうちおよそ７割が東海地方からの観光客   

であり、以下近畿、関東地方と続いている。 

（図２） 

 

③男女別・年齢別観光入込客数 

男女別で見ると、男性が２，４４７万７千人（構成

比 53.7%）、女性は２，１０８万人（構成比 46.3%）と

前年に引き続き男性が多かった。 

年齢別では、６０歳以上が 28.8％と最も多く、続い

て４０歳代、５０歳代が多い傾向は変わらないが、３

０歳代以下の伸び率が高い。（図３） 

 

④利用交通機関別観光入込客数 

利用交通機関別に見ると、自家用車が最も多く全体 

の 81.4%を占め、鉄道や路線バスなどの公共交通機関 

の割合は低い。（図４） 

 

 

 

⑤ 同行者人数別観光入込客数 

同行者人数別に見ると、「（本人を含め）２～３人」 

が最も多く全体の 63.8%を占め、続いて「（本人を含

め）４～５人」が 16.6%であった。 

同行者別に見ると、「団体旅行」の割合は全体の

3.3%にとどまり、「家族」が 66.3%と最も多く、次い

で「友人」16.4%と個人旅行が主流となっており、特

に「一人旅」が大きく増えている。（図５） 
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⑥観光地分類別観光入込客数 

観光地分類別に見ると、「歴史・文化」、「道の駅

等」、「スポーツ・レクリエーション」の順に多く、

以下、「都市型観光（買物・食等）」、「温泉・健康」、

「自然」と続く。（図６） 

 

 

 

（５）外国人宿泊客数 

外国人の宿泊者数（延べ人数）は９７．５万人となり、対前年比－３．８％と 

減少した。国籍別に見ると、台湾が１７．１万人で最多、次いで中国１６．２万人、

香港１１．３万人と続いている。韓国、インドネシアなどアジア圏のほか、特にス

ペイン、ドイツなど欧州からの宿泊が伸びている。 

出典）観光庁「宿泊旅行統計調査」（平成２９年１月～１２月） 

 

（６）経済波及効果（試算） 

平成２９年の県内観光消費による経済波及効果（観光関連産業の経済波及効果）

を試算したところ、生産誘発額は４，１７４億５７百万円、就業誘発効果は、 

４１，１７１人となった。 



 

- 6 - 

 「観光王国飛騨・美濃」に向けて実施した主な取組み 

1 観光消費拡大につながる質の高い観光資源づくり  

（１） 広域周遊観光の核づくり 

①関ケ原古戦場を核とした広域観光の推進 

   関ケ原古戦場は、壬申の乱、関ケ原の戦いと天下分け目の合戦が２度繰り広げられ

た場所であり、歴史資源としての知名度も高い。さらに、近隣には墨俣一夜城や岐阜

城など、戦国時代にまつわる資源が多く存在することから、関ケ原古戦場を核とした

滞在・周遊型観光の促進に向け、平成２７年３月に策定した「関ケ原古戦場グランド

デザイン」に基づき、観光客受入環境の整備、関ケ原の魅力発信の強化を行った。 

 ■関ケ原古戦場ビジターセンター（仮称）の整備 

東京オリンピック・パラリンピックイヤーである２０２０年のオープンに向け、整

備を推進。 

 

 ■史跡の整備（文化庁補助金活用）  

大谷吉継墓・開戦地・徳川家康最初陣地の修景などの史跡整備を支援 

 

■史跡案内サインの設置 

関ケ原町及び周辺市町に解説サイン６基、誘導サイン２３基を設置 

 

 ■関ケ原駅前観光交流館での県産品活用商品販売等の支援 

同館物販コーナーにおける県産品を活用した関ケ原古戦場オリジナル商品の開発・

販売活動を支援。 

 

■広域連携イベント 

各市町と連携した講演会や体験事業などを実施。 

 

開催日・会場 イベント名等 

4月 23日(日) 垂井町 講演会「世界一受けたい“関ケ原合戦”」 

8月 30日(水)～9月 25日(月) 関市 企画展「鉄砲伝来展」、講演会「鉄砲伝来

の謎と技術」 

6月 18日(日) 輪之内町 戦国田んぼアート 

9月 23日(土)、24日(日) 

11月 5日(日) 

郡上市 郡上藩主遠藤慶隆の寸劇上演 

２ 
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10月 1日(日) 大垣市 すのまた秀吉出世まつり 

10月 14日(土)、15日(日) 御嵩町 武将「可児才蔵」にかかわる講演会等 

10月 14日(土)、15日(日) 関ケ原町 関ケ原合戦まつり 

10月 21日（土）、11月 3日（金） 飛騨市 歴史講演会、山城セミナー 

  

■関ケ原七武将シリーズイベントの開催（６月、１０月） 

○関ケ原 武将シリーズ第三弾～大谷吉継～ 

［期 間］平成２９年６月２４日(土)・２５日(日) 

［会 場］関ケ原ふれあいセンター・同ステージ、陣場野公園ほか 

［参加者］約８，５００人 

［事 業］ ・大谷吉継歴史トーク 

・甲冑武者行軍・模擬合戦 

・チャンバラ合戦 

・戦国ステージ 

・関ケ原七武将「ご当地グルメ対決」 

・ウォーキング 

・ゲティスバーグ古戦場特別展 

○関ケ原 武将シリーズ第四弾～島津義弘～ 

［期 間］平成２９年１０月１４日(土)・１５日(日) 

［会 場］笹尾山グラウンド、陣場野公園ほか 

［参加者］約３０，０００人（※同時開催の関ケ原合戦まつり含む） 

［事 業］ ・島津義弘歴史トーク 

・「天下分け目の関ケ原」東西人間将棋 

・原田眞人監督特別講演会 

・ワーテルロー古戦場企画展 

・アニメ「りゅうおうのおしごと！」トークショー 

・ウォーキング 

 

■関ケ原ナイト２０１７の開催（８月） 

［期 間］平成２９年８月１２日(土) 

［会 場］関ケ原ふれあいセンター、笹尾山グラウンド 

［参加者］約２，１００人 

［事 業］ ・映画「関ヶ原」特別試写会 

・トークショー 

・甲冑劇 

・陣跡・戦地のライトアップ 
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・ナイトウォーキング 

 

■海外古戦場との交流 

   ワーテルロー古戦場（ベルギー）との連携協定締結を支援。 

 

② 「東美濃歴史街道」を核とした広域周遊観光の促進 

２０２７年のリニア中央新幹線開業を見据え、「岐阜県駅」周辺の周遊観光を促進す

るため、歴史資源が豊富な同地域の中山道及び国道２５７号沿線を「東美濃歴史街道」

と位置づけ、地元行政・観光関連団体と連携し、地歌舞伎や中山道、陶磁器産業等を

核とした伝統文化、産業観光地域づくりを推進する取組みを実施した。 

 

 ■新たな「岐阜の宝もの」認定 

   東美濃エリアの新たな観光の核づくりとして、日本１００名城・続１００名城に選ば

れるなど、史跡として高い評価を受けている「岩村城跡と城下町」、「苗木城跡」、「美濃

金山城跡」の３つの山城を「東美濃の山城」として「岐阜の宝もの」に認定するととも

に、地元団体・行政と連携し、資源の磨き上げや情報発信の取組みを実施した。 

  （お城ＥＸＰＯへの出展） 

［期 間］平成２９年１２月２２日（金）～２４日（日） 

［場 所］パシフィコ横浜 

［ブース来訪者］１９，０００人 

 

■東美濃歴史街道観光の推進 

  リニア沿線市町の広域的な周遊滞在、観光消費額の増加を図るため、観光施設や体

験施設などで「おもてなし特典」を受けることができる「観光パスポート事業」を実

施した。 

（ひがしみの観光パスポート） 

［期  間］平成２９年９月１５日（金）～平成３０年２月２８日（水） 

［参加施設］２４８施設 

［パスポート発給数］５，０２４冊 

 

（２）「岐阜の宝もの」等観光資源の市場化 

県民一人ひとりが考えるふるさとのじまんを募集した中から、全国に通用する観光

資源となることが期待される「岐阜の宝もの」を６件、それに次ぐ「明日の宝もの」

を１０件認定し、地域が主体となった地域資源の魅力向上に向けた取組みを支援して

きた。平成２５年度からは、これまでに掘り起こし、磨き上げてきた「岐阜の宝もの」

等の新たな観光資源と既存の有名観光資源等との連携を促進し、県内宿泊と県内周遊
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の必然性向上を図る取組みを推進している。 

岐阜の宝もの 

小坂の滝めぐり、東濃地方の地歌舞伎と芝居小屋、 

乗鞍山麓五色ヶ原の森、天生県立自然公園と三湿原回廊、 

中山道ぎふ１７宿、東美濃の山城     ※平成２９年度末時点 

 

 ■「清流の国ぎふ」観光回廊づくり推進事業費補助金 

本県の恵まれた地域資源・地域特性を活かし、県内の周遊性、滞在時間等を増加さ

せるため、地域主体の広域的な連携や役割分担による取組みに対して、支援を行った。 

・平成２９年度交付件数：２１件 

 

 ■ぎふトレッキング促進事業 

飛騨エリアで周遊する観光客をターゲットとし、乗鞍岳を新たな観光コンテンツの

一つとしてプロモーション強化や新たな旅行商品造成を行った。 

・プロモーション強化 

・新たな旅行商品造成 

 

 ■歴史街道観光の環境整備の促進 

    「中山道ぎふ１７宿」の各宿場の歴史的背景や観光スポット等を紹介する統一デザイ

ンの歴史解説サインの整備を支援した。 

・平成２９年度交付件数：７件 

 

 ■「中山道ぎふ１７宿歩き旅」の推進 

  「中山道ぎふ１７宿」の更なる魅力向上と、沿線関係者の連携強化、地域における

運営体制の構築をめざし、各種プログラムの開発・ブラッシュアップ、人材育成、

情報発信等を展開。秋には、シンボルイベントとなる「中山道ぎふ１７宿歩き旅２

０１７」を開催した。 

（中山道ぎふ１７宿歩き旅２０１７） 

［期 間］平成２９年１０月１日(日)～１１月３０日(木) 

［内 容］体験プログラム(５５プログラム)、散策プログラム(２８プログラム)、ウ

ォーキングプログラム(１４コース)、スタンプラリー 

［参加者］約４，５００人 

   

 

 

  

 

 

ウォーキングプログラム 
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■地歌舞伎と芝居小屋を活用した外国人誘客の推進 

「岐阜の地歌舞伎と芝居小屋」の認知度向上を図り、県内への誘客を促進するため、

地元の地歌舞伎保存団体や行政、観光事業者等と連携し、観光地等における特別公演

や体験プログラム、定期公演へのツアー誘客等を実施した。 

   ・英語解説付き特別公演等 ４７回開催 

［参加者］３，２３５人（うち外国人７４７人）、ツアー６コース（２７１人） 

     

 

２ 主要観光地の魅力を活かした観光誘客プロモーション 

（１）「世界に誇る遺産」等を核とした誘客 

＜３大都市圏をターゲットとした国内誘客プロモーション＞ 

①３大都市圏における「清流の国ぎふ」の魅力発信 

   観光の基幹産業化に向けて、首都圏、関西圏、中京圏を中心に「清流の国ぎふ」のプ

ロモーションを展開した。 

■ツーリズムＥＸＰＯジャパンへの出展【首都圏】 

   世界最大級の旅の祭典「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１７」に出展し、「岐阜県」

の認知度を高めるとともに誘客を促進した。 

  （来場者数：１９１，５７７人 ※イベント全体の実績） 

 

■ＪＲ東日本と連携したプロモーションの実施【首都圏】 

飛騨地域観光協議会（県・高山市・飛騨市・下呂市・白川村）において、首都圏から

の誘客を図るため、ＪＲ東日本「びゅう」と連携したプロモーションを展開。 

  ・「びゅう飛騨高山」パンフレットの制作と首都圏「びゅうプラザ」各店舗への設置 

馬籠宿での特別公演 高山市での特別公演 
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  ・首都圏のＪＲ東日本の駅構内へポスターを掲出 

■観光ＰＲコーナーの設置【関西圏】 

  関西岐阜県人連合会と連携し、大阪府箕面市内の地域交流・情報発信施設「彩都や

まもり」内に観光ＰＲコーナーを設置し、情報提供を実施した。 

 ・観光ＰＲコーナーの設置 

  ・観光企画展の実施 

 

■ＰＲイベントの開催【中京圏】 

   「清流の国ぎふ」めぐる旅キャンペーンの実施に合わせ、名古屋でＰＲイベントを

開催した。 

  ・ぎふたび＆ぎふマルシェの開催（７月） 

  ・メ～テレ秋まつりへの出展（９月） 

・メディア向けプレゼンテーションの開催（２月） 

 

■観光ＰＲキャラバン隊によるプロモーション 

観光ＰＲキャラバン隊を各地で開催されるイベント等に派遣し、岐阜県の観光の魅力

をＰＲした。 

  ・年間５９回派遣（首都圏６回、関西圏５回、中京圏４８回） 

   

②世界に誇る遺産等を活用した周遊型観光の促進 

■「速旅快走Ｇ（ギフ）割！岐阜県周遊ドライブプラン」の販売 

ＮＥＸＣＯ中日本と連携し、県内の高速道路が定額で乗り放題となるドライブプラ

ンを造成・販売した。（利用件数：２，７１１件） 

 

 

■近隣県と連携した広域観光の推進 

○富山県と連携した広域観光の推進 

・岐阜県飛騨地域及び富山県の周遊エリア内の高速道路が２日間または３日間乗り放

題となる「飛騨・富山ドライブプラン」の造成・販売（利用件数：１，７１３件） 

 ・北陸新幹線または富山―羽田便を利用した両県を巡る旅行商品の企画造成 
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（ア）ぐるり周遊富山・飛騨【びゅうトラベルサービス】 

（イ）旅ドキ 北陸・中部【ＡＮＡセールス】 

（ウ）ＪＲで行く北陸・飛騨の旅【近畿日本ツーリスト】 

  （エ）飛騨路＆越中富山 お泊りさんぽ【日本旅行】 

 ・ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」を活用した誘客プロモーションの実施 

（ア）ＰＲパンフレットの制作・配布（A4サイズ２０頁、２０，０００部） 

（イ）ＷＥＢページの制作・公開 

（ウ）首都圏での観光物産フェアの開催（入場者１５，０００人）  

 

○愛知県と連携した広域観光の推進（産業観光ネットワーク形成推進事業） 

愛知県と連携して、両県の産業観光施設や代表的な観光施設をめぐるバスモニター

ツアーを実施することにより、観光施設の受入環境の整備やネットワーク形成を図っ

た。また両県の産業観光施設の魅力を一体的にＰＲすることにより、観光誘客を促進

し、両県の観光交流人口の拡大を図った。 

・産業観光・武将観光ＰＲパンフレット「見にトリップ・いくさトリップ」の作成 

・「見にトリップ・いくさトリップ」掲載施設を巡るスタンプラリーの実施 

 応募者数 １，１６１名 

・産業観光施設等をめぐるバスモニターツアーの実施 

６コース、合計１８６名参加 

 

○白山開山１３００年を契機とした誘客の促進 

開山１３００年を迎えた白山周辺エリアへの誘客を図るため、環白山広域観光推進

協議会（岐阜県・石川県・福井県及び関係市町村）において、プロモーションを実施

した。 

   ・まっぷる「白山」・抜き刷りパンフレットの作成・配布 

   ・クラブツーリズムと連携した旅行商品の造成・販売 

   ・白山開山１３００年特集ウェブサイトの開設 
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   ・フォトコンテストの実施 

   ・白山禅定道登山イベントの開催 

 

■「清流の国ぎふ」観光回廊づくり推進事業費補助金 

本県の恵まれた地域資源・地域特性を活かし、県内の周遊性、滞在時間等を増加さ

せるため、地域主体の広域的な連携や役割分担による取組みに対して、支援を行った。 

・平成２９年度交付件数：２１件 

 

③世界に誇る遺産等を活用した滞在型観光の促進 

   年間を通じて、大手宿泊予約サイトを活用した宿泊促進キャンペーン「清流の国ぎ

ふ」めぐる旅キャンペーンを展開し、県内への宿泊を促進するとともに、福利厚生代

行サービス事業者を活用し、冬の閑散期の宿泊を促進した。 

■大手宿泊予約サイトの活用 

大手宿泊予約サイト「じゃらん net」及び「楽天トラベル」を活用し、「清流の国ぎ

ふ」めぐる旅キャンペーンを７月から３月まで展開した。 

   ・県内宿泊施設を対象とした宿泊プラン造成セミナーの開催 

・「じゃらん net」及び「楽天トラベル」でキャンペーン特集ページ開設 

・ぎふ呑んべぇパスポートの配布 

・キャンペーンキックオフイベントの開催 

 

■福利厚生代行サービス事業者の活用 

福利厚生代行サービス事業者と連携し、冬の閑散期の宿泊を促進するキャンペーン

を実施した。 

・福利厚生代行サービス事業者のウェブページで岐阜県特集ページを開設 

・福利厚生代行サービス事業者の会報誌で岐阜県特集ページを掲載 

 

■ＰＲツールの発行 

季刊情報誌「岐阜っぽ。」を企画・制作し、県内外でのイベント等で配布したほか、

県内市町村（観光協会等）、高速道路のサービスエリア、道の駅などで配布した。 

  夏号（６月発行）１０万部 

   秋号（９月発行） ５万部    

   冬号（12月発行）  ５万部 

春号（２月発行）  ５万部 

 

 

 

※秋号を雑誌KELLyに、冬号及び春号を東海Walker 

にそれぞれブック・イン・ブック形式で綴じ込み、

本誌とともに流通させた。 
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＜アジア・欧米をターゲットとした海外誘客キャンペーン＞ 

①世界に誇る遺産等を活用した集中的な海外プロモーション 

■アジア・欧米からの誘客促進 

外国人観光客の本県への誘客を促進するため、アセアン（タイ、ベトナム、フィリ

ピン等）や東アジア諸国（香港、台湾等）、欧州諸国（フランス、アメリカ等）に加え、

平成２９年度はスペインをターゲット市場に設定し、国の「ビジット・ジャパン」（Ｖ

Ｊ）事業や近隣県・関係機関との連携のもと、各種誘客事業を展開した。 

  ・海外メディア・旅行エージェント等の招へい、視察旅行のアテンド 

実施件数：６４件 

対 象 国：台湾、香港、中国、韓国、マレーシア、アメリカ、タイ、インドネシア、

フランス、スペイン、フィリピン、ベトナム、カナダ、イギリス、イタリ

ア、ドイツ、イスラエル、シンガポール 

・海外旅行博への出展、海外での関係機関へのセールス活動 

   実施件数：４８件 

対 象 国：中国、台湾、フィリピン、アメリカ、ベトナム、スペイン、フランス、

シンガポール、マレーシア、タイ、香港、韓国、オーストラリア、フィン

ランド、インドネシア 

 

■杉原千畝を活用した誘客 

・訪日旅行インフォメーションセンターの設置 

ユダヤ系住民の多いアメリカにおいて、問合せ対応窓口となる「“命のビザ”訪日

旅行インフォメーションセンター」を設置し、下記サービスを実施 

（ア）杉原千畝に関連する施設及び周辺の観光地等に関する観光情報提供 

（イ）渡航を検討する人へのアクセスや旅程に関するアドバイス 

（ウ）航空券、ＪＲパス、宿泊等の手配 

 

＜夏号＞      ＜秋号＞     ＜冬号＞      ＜春号＞ 
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・ユダヤ系主要メディア招請 

米国及びイスラエルのユダヤ系メディアを招請し、杉原千畝に関連する施設及び

周辺の観光地等について情報発信を実施した。 

 

・その他 

ＮＹタイムズ旅行フェアにＪＴＢ ＵＳＡと連携出展するほか、ＪＴＢ ＵＳＡの

ウェブサイト上に杉原千畝“命のビザ”関連特集ページを開設するとともに、ＪＴ

Ｂが米国で販売するＪＲパス（米国人訪日旅行者の主要交通手段）を入れる封筒に

杉原千畝“命のビザ”の情報や岐阜県観光地の写真を掲載しＪＲパス購入者に配布

することにより、情報発信を実施した。 

 

②アジア・欧米の重点ターゲット国からの誘客促進 

■アジア・欧米からの誘客促進（再掲） 

 

■近隣自治体と連携したクルーズ船からの誘客促進 

クルーズ船から本県への誘客のため、石川県等と連携し、各種誘客施策を展開。 

 ・クルーズ船運航会社等へのＰＲ活動 

石川県と連携し、クルーズ船運航会社、オプショナルツアー運営会社へ共同訪問

営業活動を実施 

 ・クルーズ船入港時の乗船客に向けた観光ＰＲ 

金沢港及び名古屋港で各１回実施 

 ・クルーズ人口増加のためのセミナーの開催 

石川県が岐阜市内で開催した金沢港発着クルーズ商品 PRのためのセミナーに協力 

・見本市への出展 

アメリカのフロリダ州で開催された「シートレード・クルーズ・グローバル２０

１８」に石川県と連携して出展し、本県の魅力をＰＲ 

 

３ 世界に選ばれる観光地域づくり 

（１）競争力の高い観光地域づくり 

 ①観光人材の育成・確保 

・本県を訪れる観光客の満足度及びリピート率の向上につなげるため、宿泊施設をは

じめとする観光産業事業者の従業員を対象におもてなし力の向上を図るスキルアッ

プ研修を行った。（１２テーマ、全３０回実施。） 

・観光について学ぶ学生を対象に県内や関西の大学等において旅館の若女将による旅
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館で働く魅力を伝える出前講座を実施したほか、学生を対象とした飛騨地域の観光

産業について学ぶ１泊２日の仕事見学ツアーを実施。 

 

 ②観光地域づくりのリーダーの育成 

「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりを先導する人材を育成するため、各

地域の観光協会やまちづくり団体等のスタッフを対象に、観光マーケティングや効果

的なプロモーション手法などを学ぶ実践的な研修を行った。（基礎編・応用編共通（２

回）、基礎編（５回）、応用編（６回）実施。） 

 

 ③広域的な観光地域づくり 

■長良川流域における周遊・滞在型観光地域づくりの推進 

   県と岐阜市・関市・美濃市・郡上市の行政・観光団体が連携し、長良川上・中流域

に存在する魅力的な地域資源の情報発信や着地型商品の造成など、周遊・滞在型の観

光地域づくりに向けた取組みを推進した。 

  ・白山開山１３００年を契機とした周遊企画の実施 

  ・長良川流域周遊ガイドブックの作成 

  ・ＷＥＢマーケティング調査の実施 

  ・ＷＥＢサイトによる「二十四節気」にあわせた旬な情報発信の実施 

  ・４市の様々なプログラムが体験できる「長良川体験チケット」の造成 

  ・ミニぎふ掲灯絵付け体験等 計４０プログラム 

  ・交通事業者等と連携した滞在型商品の造成 

  ・観光列車「ながら」を活用した「舞妓列車」の運行等 計９商品 

 

■下呂・中津川広域観光ルートの創出 

   県と中津川市・下呂市が連携し、2027 年のリニア中央新幹線開業時に本県の東側の

玄関口となる「リニア岐阜県駅」から県内有数の観光地「下呂温泉」を結ぶ国道２５

７号沿線の魅力創出に取り組んだ。 

・下呂温泉と体験プログラムの連携 

  ・道の駅を活用した情報発信体制の構築 

  ・名古屋鉄道(株)と連携した訪日外国人旅行者の誘客 

  ・観光地域づくり団体の初期支援 

  ・「裏木曽古事の森」の観光資源としての磨上げ 等 

 

（２）ユニバーサルツーリズムの普及 

 ①バリアフリー観光の普及促進 

誰もが安心して県内を旅行できる仕組みを構築し、新たな観光需要の創出による観
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光消費額の増加を図るため、岐阜県バリアフリー観光推進協議会を設立し、障がい者

団体等と連携し、観光施設のバリアフリー状況を調査し情報発信するとともに、観光

関係事業者を対象とした啓発セミナー等を開催した。 

  ・観光施設のバリアフリー状況調査（約１００施設） 

  ・バリアフリー観光情報の発信 

   ＷＥＢサイト「ふらっと旅ぎふ」の開設（http://www.flat-gifu.com/） 

  ・バリアフリー観光セミナーの開催（６回） 

  ・周遊ルートの造成に向けた取組み 

 

②外国人観光客の受入環境整備の支援 

 ■外国人観光客受入環境整備事業費 

県内事業者が行う Wi-Fi 整備、免税店開設、多言語化に必要な経費に対して財政支

援を行う補助制度を創設し、増加する外国人観光客の受入整備を促進した。 

  ・消費税免税店開設準備事業：４件 

  ・多言語化整備事業：７件 

  ・Wi-Fi環境整備事業：１３件 

 

■外国人観光客向け県内飲食店情報の発信 

  県内飲食店のメニュー・食材情報の多言語化による情報提供を促進するため、メニ

ュー多言語化システムを構築し、多言語メニューが誰でも無料でカンタンに作れるだ

けでなく、店舗情報とメニューを店舗検索サイト上に無料で掲載できるウェブサイト

「EAT岐阜」の活用を促した。 

 

■ムスリム観光客に対する受入体制の向上 

  インドネシアやマレーシアの旅行会社を招へいし、県内視察を行うとともに、県内

観光事業者とムスリム対応に係る改善点等に関する意見交換を実施した。 
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＜参考資料＞ 

１ みんなでつくろう観光王国飛騨・美濃条例 

 



 

- 19 - 

 

 

 

 

 



 

- 20 - 

 

 

 

 



 

- 21 - 

 

２ 「清流の国ぎふ」憲章 
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平成３０年度版 飛騨・美濃じまん白書 

～平成２９年度 飛騨・美濃じまん運動の進捗について～ 

 

岐阜県 観光国際局  

平成３１年３月  

 


